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　1990 年代は有償ボランティア活動が活発化・拡大した時期である。厚生省（当時）は「国
民の社会福祉に関する活動への参加の促進を図るための措置に関する基本的な指針」（1993
































の「台頭（1980 年代）」→「拡大（1990 年代）」→「鎮静（2000 年代）」→「再生（2015 年）」と整理している。
（3） 厚生労働省（2015）「介護予防・日常生活支援総合事業ガイドライン案についてのＱ＆Ａ」（平成 27 年 2 月 4
日版） https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000188232.pdf （2020 年 4 月
7 日確認）
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正版，2018 年 4 月 1 日適用） https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/000020 
5730.pdf （2020 年 4 月 7 日確認）
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　2007 年 1 月に 4 人から成る 1 チームで始動して以来，2018 年には 965 チーム（1 チー
ムあたり最大 12 人で構成），看護師 10,863 人，売上高 417,000,000 ユーロに達した。オラ
ンダで最も働きやすい会社に 5 回選定された実績を有し，就職を希望する地域看護師が
（6） 2019 年 9 月 9 日～10 日，公益財団法人さわやか福祉財団主催，日本全国から 3,000 人を越える関係者（生活
支援コーディネーター，行政，社会福祉協議会，地域包括支援センター，NPO，自治会役員など）が参集し
て大阪にて開催。
（7） 厚生労働省（2019）「介護予防・日常生活支援総合事業及び生活支援体制整備事業の実施状況（平成 30 年度）」
https://www.nttdata-strategy.com/services/lifevalue/docs/h30_03jigyohokokusho.pdf （2020 年 4 月 7 日確認）
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1,200 人／年に上る。現在，チームで活動する看護師・看護助手合計約 15,000 人をコーチ






　Kreitzer, Monsen, Nandram and De Blok （2015），堀田（2016），デ・ブロック（2020）
および Yoko Huijs Watanuki（8）へのインタビューに基づき，ビュートゾルフモデルの特徴
を次のように整理できる。




















































からなる体系（堀田 2016, p 52）。1997 年に紹介されて以来，日本での活用は数例程度であったが，2010 年
以降は増えている（長江 2016）。
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田 2016, p47）として，看護およびそれ以外の分野の国内外組織の関心を集め，日本を含
む 24 カ国に広がっている。














性などさまざまな違いがあること（秋山・秋山 2016；西村 2014；フローレンス 2019；松田・




















































































































































































ランダの高齢者施設 Zinzia Oranje Nassau’s Oord でのボランティア活動および Yoko 
Huijs Watanuki 氏（オランダ在住の訪問看護師）との情報交換・インタビューから多く
の示唆を得て執筆することができた。
　Yoko Huijs Watanuki 氏からは，新型コロナウイルス感染症の影響により多忙を極めて
おられたさなかにもかかわらず，本稿への大変丁寧なコメントを頂いた。
ここに厚く御礼申し上げたい。
〔Yoko Huijs Watanuki 氏との情報交換・インタビュー〕
〔参考文献〕　
・ Kreitzer, M. J., Monsen, K. A., Nandram, S., & De Blok, J. （2015） “Buurtzorg Nederland: 
日時 インタビュアー 場所





Yoko Huijs Watanuki 氏 自宅別棟




2019 年 11 月 25 日
13：30～16：00
マンションソフィア上尾 B 棟 1 階集会室
「情報交換会：地域で安心して暮らすためのより
よい地域連携について」
（13） Yoko Huijs Watanuki 氏からも「遠慮せずに言いたいことが言えること」の重要性が指摘された。
― 174 ―
千葉商大論叢　第 58 巻　第 1 号（2020 年 7 月）
A global model of social innovation, change, and whole-systems healing.” Global 
Advances in Health and Medicine, Vol. 4, No. 1, pp. 40-44.




部論集』第 10 号，pp. 105-116
・ 小野晶子（2005）「有償ボランティアという働き方：その考え方と実態」『労働政策レポー
ト』Volume 3，労働政策研究・研修機構
・ 小野晶子（2007）「「有償ボランティア」は労働者か ?―活動実態と意識の分析から （2006






第 56 巻，第 3 号，pp. 185-200
・ さわやか福祉財団（2019a）『いわゆる有償ボランティアのボランティア性』さわやか福
祉財団






ハシステムの開発に向けて」『訪問看護と介護』Vol. 21, No. 4. pp. 312-313
・ 西村周三（2014）「ビュートゾルフは日本の医療／介護の「文化」を変えるか―制度の
違いを乗り越えて今こそ学ぶべきこと」『訪問看護と介護』 Vol. 19, No. 6, pp. 449-453







・ 堀田聰子（2018）「演題 2：人間的で持続可能なケアと地域づくりに向けた 「移行」 の加
速：地域包括ケアステーション実証開発プロジェクトを手がかりに」『国際保健医療』，










・ タイス・デ・ブロック「ティール組織探求シリーズ Vol. 3：組織の現実にどう向き合うか」
（2020 年 3 月 14 日開催）講演資料
・ 特定非営利活動法人フローレンス（2019）「看護師が経営も採用も人事もやる「セルフ
マネジメント」，その実態を聞いてきた―オランダ視察レポート 5 ビュートゾルフ」




3 月 22 日確認）
・ 武藤正樹（2016）「未来志向の訪問看護～オランダの訪問看護～ビュートゾルフ～」
http://cares-center.co.jp/column/（2020 年 3 月 29 日確認）
 （2020.5.3 受稿，2020.7.6 受理）
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さを孕みながら 1980 年代より台頭・拡大し，2000 年の介護保険制度実施以降は沈静化し
たものの，いままた再生しつつある。2015 年の新しい介護予防・日常生活支援総合事業
導入以来，行政によるボランティアへの期待と活用の意図は高まっているが，住民の主体
的参加とマネジメントは未だ不十分である。
　一方で，オランダの在宅ケア非営利組織「ビュートゾルフ」はケアのコストを低減しつ
つ利用者と支援者双方の満足度を高める新たなマネジメントモデルを生み出した。これを
日本の生活支援サービスを提供する有償ボランティア組織に応用していくため，「ティー
ル（進化型）組織」に関する議論と組織論を拠り所として 2 つの問いを立てた。今後，有
償ボランティア組織とともに問いの再設定から着手し，アクションリサーチを進めていき
たい。
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